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【研究論文】 

保保育育ににおおけけるる人人権権教教育育のの課課題題 
－－幼幼児児期期のの終終わわりりままででにに育育っっててほほししいい姿姿にに焦焦点点をを当当てててて－－ 

浅田 明日香＊ 

要 旨 

人権保障の実現を目指す国際協調の流れを受け、日本でも人権教育が推進されている。本稿では、このような情勢をふ

まえ、保育における人権教育の課題を明らかにすることを目的とする。人権保育の目標と、2017 年改訂の幼稚園教育要

領が示した幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を分析した。その結果、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿には人権

保育が求める生命維持や自信に関する姿はみられたが、自己決定や抵抗に関する姿がみられなかった。全体として、善悪

の判断を共同体の慣習にそって行う道徳的側面が強く、自己決定による個の尊重や不当な扱いへの抵抗による権利回復の

側面が弱いことが見出された。 

キーワード：保育、人権教育、子どもの権利、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

Ⅰ．目的 

国際的な人権保障の実現を目指す動きは、国連の

先導のもと着実に進んでいる。日本でも人権教育の

推進を目指し、文部科学省(2008)1) が人権教育の指導

法等の在り方として第三次とりまとめを示した。こ

れは日本の人権教育に関する基本文書であり、あら

ゆる教育活動の場において、あらゆる機会をとらえ

て人権教育に積極的に取り組むことを求めている2) 。
第三次とりまとめでは、学校における人権教育の目

標として自分の大切さとともに他の人の大切さを認

めることを掲げている 3）。さらに、幼児期における

人権教育の目標として、自分を大切にする感情とと

もに、他の人のことも思いやれるような社会的共感

能力の基礎を育むという視点が必要としている 4）。

つまり、学校教育における人権教育の中心的課題と

して、自己への尊敬とともに、他者への尊敬を育く

むことが重視されている。 
しかし玉置（2009）5）によると、これまでの同和

保育・人権保育では、社会的偏見の解消を目指す人

権保育に重きが置かれ、子どもを外在化してきた。

そのため、人権教育に子どもの人権を加えることで、

子どもの人権力の育ちが保育実践に位置づくとして

いる。玉置は、保育における人権教育の課題を克服

するために、人権の視点を人権教育の中心に置いた

人権保育の目標を掲げている。それらの目標は、子

どもの育ってほしい姿を具体的に示している。 
子どもの育ってほしい姿については、2017 年に幼

稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こ

ども園保育・教育要領（以下、新要領）の改訂（定）

の際に示された。しかし、新要領について人権教育

の視点からの検討は十分進んでいない。そこで、本

稿では玉置の示す目標と新要領が示した子どもの

育ってほしい姿を比較し、保育における人権教育の

課題を明らかにすることを目的とする。 

Ⅱ．問題の背景 

人権推進をめぐる動き 

これまで国連は人権を普及させるため、世界人権宣言

（1948）の採択を皮切りに国際人権規約（1966）、子ど

もの権利条約（1989）など人権に関する様々な条約を採

択してきた。また、「人権教育のための国連10年」（1995
～2004）、「人権教育のための世界プログラム」（2005年
～現在）などの取り組みにも努めている。このような人

権保障の実現を目指す国際協調の流れを受け、日本でも

2000年に人権教育及び人権啓発の推進に関する法律（以

下、人権教育・啓発推進法）ができた。この法律の制定

により、日本の人権教育・人権啓発に関する基本的な枠

組みが成立した。人権教育・啓発推進法第2条によると、
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人権教育とは人権尊重の精神の涵養を目的とする教育

活動を指す。2002 年には人権教育・啓発推進法第 7 条

に基づき人権教育・啓発に関する基本計画（以下、基本

計画）が策定された。 

日本の人権教育の課題 

基本計画（法務省 2002/2011）6）では、学校教育にお

ける人権教育に関して、知的理解にとどまり、人権感覚

が十分身についていないなど指導方法の問題を指摘し

ている。また、厚生労働省（1997）7）は「『人権を大切

にする心を育てる』保育について」を通知した（１）。こ

れについて玉置（2009）8）は、人権を大切にする心のあ

いまいさ、保育の目標へのなじみにくさ、気持ちの問題

への矮小化の3点を指摘している。特に気持ちの問題へ

の矮小化については、一人ひとりが差別の意識をもたな

いようにするという「心がけ主義」になり、人権保育と

してはなにもしない可能性を危惧している 9）。これらの

批判の根底には、国家責任の欠落という問題がある。人

権とはそもそも、権力による承認を前提としている。例

えば、日本国憲法は国民の基本的人権を承認し国家にそ

の公的責任を求めている。そのため、国家は国民の基本

的人権を保障する責務を負っている。つまり、人権は国

家と個人の間でこそ問われるものである。そのような意

味から、権利侵害に対して国家に救済を求める態度を身

に着けることが人権教育の目指す姿の１つではないだ

ろうか。しかし人権教育が国民相互の思いやりに矮小化

されるなら、重要な要素が欠けていると言わざるを得な

い。 
玉置（2009）10）によると、これまでの同和保育・人

権保育では、社会的偏見の解消を目指す人権保育に重

きが置かれ、子どもを外在化してきた。そのため、人

権教育に子どもの人権を加えることで、子どもの人権

力の育ちが保育実践に位置づくとしている。さらに玉

置（2009）11）は、保育における人権教育の課題を克服

するために、子どもの人権に焦点を当てた保育を人権

保育として掲げている。つまり、人権保育の目標は、

子どもの育ってほしい姿を具体的に示している。 
一方で、2017年に国による子どもの育ってほしい姿

は幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定

こども園保育・教育要領（以下、新要領）の改訂（定）

の際に示された。保育 5 領域を基礎とした幼児期の終

わりまでに育ってほしい姿（以下、10の姿）が新要領

に加わったのである。10の姿とは、ねらい及び内容に

基づく保育活動全体を通して資質・能力が育まれてい

る子どもの小学校就学時の具体的な姿であり、教師が

指導を行う際に考慮するものである 12）。 
10 の姿の原型は、「幼児期の教育と小学校教育の

円滑な接続の在り方に関する調査研究協力者会議」

（2010）13）による報告で、幼児教育と小学校教育の

接続を図るために挙げた幼児教育の成果を示す参考

例（12 項目）である。この報告では、これらの参考

例と 5 領域のつながりについての詳細な記述は見当

たらない。しかし新要領では 10 項目の 10 の姿に再

編され、それぞれの項目と 5 領域とのつながりを説

明している。以上のことから 10 の姿は、5 領域をふ

まえて幼小接続を図るために示された参考例であり、

幼児教育が目指す目標といえる。玉置の人権保育の

目標と 10 の姿は、どちらも 5 領域を基盤としている

点や幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を指して

いるという点で共通している。そのため、これらを

比較することで現在の保育における人権教育の課題

を明らかにすることができると考える。その際にこ

れまで外在化されてきた子どもを中心に置くために

人権の視点、特に子どもの権利の視点から考察を行

うのが有用だろう。そこで本研究では、子どもの権

利の視点から、10 の姿を検討し保育における人権教

育の課題を明らかにしたい。なお、10 の姿について

は、統合的な保育を目指し幼稚園、保育所、幼保連

携型認定こども園共通となっている。本稿では幼稚

園教育の方向性を示す幼稚園教育要領を参照する。 

Ⅲ．分析の視点 

玉置（2009）14）は、人権力の育ちが子どもの発達の源

泉であるとし、保育5領域の土台に人権力を位置づけて

いる。人権力の中核には、尊敬（人を尊敬する）、公平

（公平感を獲得する）、反偏見（偏見をなくす）がある
15）。本稿では、人権教育の中心的課題である尊敬に着目

し、分類を行う。玉置（2009）16）は尊敬の視点として、

自己への尊敬、他者への尊敬、命の尊厳、言う力・聞く

力の 4 点に整理している。ここでは、自己への尊敬に

絞って分析を行う。自己への尊敬の目標（8項目）は内

容が関連する点もあったため、4項目に整理しタイトル

（生命維持、自信、自己決定、抵抗）をつけた 17）。これ

ら4項目については、表１に示した。 
10 の姿の内容については、幼稚園教育要領解説に

さらに詳しく説明しているため、自己への尊敬の目

標との比較の際に参照した。特に、10 の姿は小学校

との接続を意識して作られているため、小学校生活

との関連に着目して分析を行った。 

－2－

研究論文



 

 

表表 1  自自己己へへのの尊尊敬敬のの目目標標 
1）自分の生命（食を含めて）を維持し守る行動を

とれている【生命維持】 
玉置は、この項目について「食べる・寝る・活動す

るなどの生命を維持させようとするその行動が、生

きること、子ども自ら行動することを意味している」

と説明する。つまり、子どもが自らの尊厳を守る上

で、健康な心と体を維持するための行動を行うこと

を指す。 
2）活動への自信をもつ【自信】 

玉置は、この項目について「活動の豊かな展開をと

おして子ども自身（本人や周り）から肯定的な評価

が出てくること」と説明する。つまり、子どもが自

らを肯定的に評価すると同時に他者からも肯定的な

評価を得ていると感じることを指す。 
3）自己決定する力をもつ【自己決定】 

玉置は、この項目について「自分で決めることので

きる権利があることを自覚させること」と説明する。

つまり、子どもが自分で決める経験を重ね、意欲的

に自己決定する態度を身に着けることを指す。 
4）不当な扱いに気づき、直そうとする【抵抗】 

玉置は、この項目について「自分への尊敬は当然、

不当な扱いを取り除く力・変えていく力とつながる」

と説明する。つまり、自分が不当な扱いをされてい

るなら、それを相手に伝える態度を指す。 
 
以上の 4 項目から 10 の姿を分析し、その課題を明

らかにしたい。 

Ⅳ．自己への尊敬の目標と10の姿 

玉置による自己への尊敬の目標は、集団保育で生

活する子どもに焦点を当てている。このことから、

10 の姿の⑤社会生活との関わり、⑦自然との関わ

り・生命尊重、⑧数量や図形，標識や文字などへの

関心・感覚は分析対象から除外した。10 の姿のうち

分析対象として 7 項目を抜粋したのが表 2 である。 
 

表表 2  分分析析対対象象ととししたた 10 のの姿姿のの 7 項項目目 
①  健康な心と体 

幼稚園生活の中で，充実感をもって自分のやりたい

ことに向かって心と体を十分に働かせ，見通しを

もって行動し，自ら健康で安全な生活をつくり出す

ようになる。 

②  自立心 
身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中

で，しなければならないことを自覚し，自分の力で

行うために考えたり，工夫したりしながら，諦めず

にやり遂げることで達成感を味わい，自信をもって

行動するようになる。 
③  協同性 

友達と関わる中で，互いの思いや考えなどを共有し，

共通の目的の実現に向けて，考えたり，工夫したり，

協力したりし，充実感をもってやり遂げるようにな

る。 
④  道徳性・規範意識の芽生え 

友達と様々な体験を重ねる中で，してよいことや悪

いことが分かり，自分の行動を振り返ったり，友達

の気持ちに共感したりし，相手の立場に立って行動

するようになる。また，きまりを守る必要性が分か

り，自分の気持ちを調整し，友達と折り合いを付け

ながら，きまりをつくったり，守ったりするように

なる。 
⑥ 思考力の芽生え 

身近な事象に積極的に関わる中で，物の性質や仕組

みなどを感じ取ったり，気付いたりし，考えたり，

予想したり，工夫したりするなど，多様な関わりを

楽しむようになる。また，友達の様々な考えに触れ

る中で，自分と異なる考えがあることに気付き，自

ら判断したり，考え直したりするなど，新しい考え

を生み出す喜びを味わいながら，自分の考えをより

よいものにするようになる。 
⑨ 言葉による伝え合い 

先生や友達と心を通わせる中で，絵本や物語などに

親しみながら，豊かな言葉や表現を身に付け，経験

したことや考えたことなどを言葉で伝えたり，相手

の話を注意して聞いたりし，言葉による伝え合いを

楽しむようになる。 
⑩ 豊かな感性と表現 

心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で，

様々な素材の特徴や表現の仕方などに気付き，感じ

たことや考えたことを自分で表現したり， 友達同士

で表現する過程を楽しんだりし，表現する喜びを味

わい，意欲をもつようになる。 
 
10 の姿を、自己への尊敬の目標と比較し整理した

のが表 3 である。 
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表表 3  自自己己へへのの尊尊敬敬のの目目標標とと 10 のの姿姿のの比比較較 
自己への尊

敬の目標 
10 の姿 

1）生命維持 ① 健康な心と体 
幼稚園生活の中で，充実感をもって自

分のやりたいことに向かって心と体

を十分に働かせ，見通しをもって行動

し，自ら健康で安全な生活をつくり出

すようになる。 
2）自信 ② 自立心 

身近な環境に主体的に関わり様々な

活動を楽しむ中で，しなければならな

いことを自覚し，自分の力で行うため

に考えたり，工夫したりしながら，諦

めずにやり遂げることで達成感を味

わい，自信をもって行動するようにな

る。 
3）自己決定 該当なし 
4）抵抗 該当なし 
※下線は筆者による 

自己への尊敬の目標に該当ありの項目 

1）生命維持 

文部科学省（2018）18）によると、10 の姿の「健康

な心と体」は小学校生活との関連として、時間割を

含めた生活の流れが分かるようになると、次の活動

を考えて準備をしたりするなどの見通しをもって行

動したり、小学校生活において、安全に気を付けて

登下校しようとしたりする姿につながる。子どもの

権利の視点から考えると、人権力は人間としての尊

厳を軸とし、子どもが自分を大切にすることを目標

としているが、10 の姿は学校生活への適応を目標と

しているようにみえる。 

2）自信 

文部科学省（2018）19）によると、10 の姿の「自立

心」は小学校生活との関連として、自分でできるこ

とは自分でしようと積極的に取り組む姿や，生活や

学習での課題を自分のこととして受け止めて意欲的

に取り組む姿，自分なりに考えて意見を言ったり，

分からないことや難しいことは，教師や友達に聞き

ながら粘り強く取り組んだりする姿など，日々の生

活が楽しく充実することにつながっていく。子ども

の権利の視点から考えると、人権力は一人ひとりが

活動への自信をもち、それを自ら発展させようとし

ていることを指す 20) 。この点については、人権力の

目標と 10 の姿は一致していると思われる。 

自己へ尊敬にの目標に該当なしの項目 

10 の姿に該当しない項目は、自己決定、抵抗の２

つである。 

3）自己決定 

子どもの権利の視点から考えると、自己決定は人

間が自立して生きる上で不可欠である。10 の姿でい

えば、「自立心」と本項目は関連しているといえるだ

ろう。しかし「自立心」では、主体的に関わること

を強調する一方で、しなければならないことを自覚

する姿を示している 21）。やりたいこととしなければ

ならないことを前にして子どもが自己決定する力を

発揮することが、本来の自立ではないだろうか。玉

置（2009）22）は自己決定について、自分で決める権

利があることを自覚させることが重要としている。

「自立心」では、自分で決める権利に関する記述が

見当たらない。自己決定は、子どもが責任を引き受

け多少の困難があってもやり遂げようとする原動力

であり、「自立心」に自己決定に関する記述が必要と

考える。しかし、過度の責任は子どもの最善の利益

を損ねる場合もある。これついては、考察で述べる。 

4）抵抗 

子どもの権利の視点から考えると、抵抗は子ども

の要求を伝えダイナミックに子どもを取り巻く環境

を作り替えていく力になりうる。10 の姿でいえば、

「思考力の芽生え」と本項目は関連しているといえ

るだろう。「思考力の芽生え」では、物の仕組みや異

なる考えに気づく姿を示している 23）。しかし、自分

が置かれている環境そのものを批判的に検討できな

ければ、従属になりかねない。玉置（2009）24）は抵

抗について、自己への尊敬は不当な扱いを取り除く

力・変えていく力とつながらなければ意味がないと

している。「思考力の芽生え」では、不当な扱いを取

り除く力についての記述が見当たらない。抵抗は、

いやなことに「いや」と意思表示し、子どもが自分

を大切にする基盤であり、「思考力の芽生え」に抵抗

に関する記述が必要と考える。 
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Ⅴ．考察 

ここでは第一に、10 の姿に該当なしの項目である

自己決定と抵抗の人権教育における意義について考

察する。第二に、10 の姿に該当ありの項目にみられ

た道徳的側面に着目し、人権と道徳の違いに関して

考察する。 

人権教育における自己決定の意義 

自己決定とは、人権の中核に位置づく尊厳と深く

関わっている。しかし、自己決定の優先が子どもの

最善の利益と一致するとは限らない。中村（2018）
25）によると、自己決定は人間の尊厳そのものとはい

えず、自己決定によって尊厳を侵してはならないと

している。保育においても、自己決定が尊厳を脅か

す場面は日常の中でみられるだろう。例えば、栄養

バランスを考慮した給食を好まず、高カロリーのお

菓子を好む子どもに対して、「子どもが望むから」と

放任すれば生命維持も危ぶまれる。そのため、子ど

もの最善の利益をふまえた働きかけが必要となる。

人権教育の目標としての自己決定は、子どもの最善

の利益と反目しうる場合もある。なぜなら、自己決

定は、他者からの介入を拒否し、自らの責任におい

て人生を切り開く強い意志を必要とする。しかし、

子どもの権利の特徴である保護される権利は、他者

からの介入を含んでいる。そのため、自立した大人

を前提とする自己決定理論では子どもの自己決定を

説明することはできない。 
子どもの権利研究において、自己決定は子どもの

権利条約第 12 条意見表明権を軸に論じられてきた。

田代（1996）26）によると子どもを権利行使主体とし

て特徴づける中心に位置づく意見表明権も、その背

景には子どもの「自己決定」の尊重がある。子ども

が大人と同様の自己決定のレベルに達するためには、

一定の後見的養育的保護と発達の程度に応じた指導

の必要性も当然考慮されなければならない 27)。また、

増山（1991）28）によると、親その他の指導の重視・

尊重とセットで、子どもの意見表明の自由と権利行

使主体としての自立への援助が規定された。これら

の指摘をふまえて子どもの自己決定を考えると、子

どもの自己決定の尊重及び親その他の指導が交錯す

る場面で子どもの自己決定が浮かび上がるといえる。 
子どもの権利条約はその前文で、家族を社会の基

礎的な集団として認め、子どもの成長及び福祉のた

めの自然な環境としている。つまり、子どもの権利

条約は家族を重視しており、第 5 条が示す指導の尊

重では第一に親を挙げている。しかし、芹沢（1998）
29）によると、子どもは、家庭の中だけでは十分に自

立に向けた準備をすることができない。子どもの自

立に向けた訓練を行う機関として重要なのが学校で

ある。学校教育において、自立に向けた訓練の一環

として、自分で決める権利の自覚を促すことが重要

と考える。 

人権教育における抵抗の意義 

冒頭で述べたように、人権は国家と個人の間でこ

そ問われるものである。権利侵害に対して救済を国

家に求める態度が、人権の要といえる。しかし、人

権教育がお互いを尊敬すべきという国民相互の思い

やりに矮小化されるなら、真の人権教育とは言えな

いだろう。 
抵抗は、人権思想発展の歴史からみても不可欠な

要素といえる。例えば、1924 年のジュネーブ宣言の

際には子どもはあくまで保護の対象とされていた。

しかし、その後の子どもの権利運動のなかで、能動

的な権利の主体者であることが認められていく。そ

の結果、1989 年に国連で採択した子どもの権利条約

では意見表明権に代表される能動的な権利を獲得し

た。このように、人権の発展をふまえれば不当な扱

いへの抵抗によって正当な権利を獲得してきた歴史

がある。したがって、子どもの権利の視点から育っ

てほしい姿を考えると、不当な扱いへの抵抗は不可

欠といえる。 
子どもは生活を通してやりたくないこと、いやな

ことを他者に伝える意見表明権を持っている。意見

表明権は、その児童の年齢及び成熟度に従って相応

に考慮されるものである 30) 。乳幼児期の子どもの場

合は、泣くことも子どもの意見表明である 31）。つま

り、意見表明権は、言葉による表明に限定されるも

のではない。このことから、子どもの発達に応じて、

抵抗の意見表明を促すことが重要と考える。 

人権と道徳の違い 

自己への尊敬の目標と 10 の姿を比較し、共通して

いた項目は生命維持と自信である。しかし、文部科

学省（2018）32）による解説を詳しく検討すると、10
の姿は人権教育の目指す姿とは異なり、集団への適

応を重視していることが推察された。集団への適応

は、人間集団で構成される社会で生きる上で必要な

能力といえる。 
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渡邊（2016）33）によると、このような能力は、既

存のよいと言われている慣習的道徳を知識として理

解し、それに基づいてよりよい行動をとる側面が強

い。道徳教育と人権教育は関連しているが、道徳が

善悪を循環的に思考するのに対し、人権は理性と良

心による『訴え』を行うものである 34）。つまり、道

徳は個人や共同体にとっての善悪の判断に重点を置

くが、人権は人間の尊厳を守るための訴えを個人が

共同体に対して行うという点が大きく異なっている。

文部科学省（2008）35）によれば、人権感覚とは侵害

されている状態を感知して、それを許せないとする

ような、価値志向的な感覚である。 
以上のように、人権は共同体からの承認を不可欠

の要素としている。なぜなら、あらゆる法制度は、

規範を認識し、強制するための集団的共同体構造を

必要とする 36）。したがって、法制度による強制によっ

て初めて人権が担保されるのである。そこに道徳と

の根本的な違いがある。 
人権が法制度による強制を必要とした背景には、

もともと共同体は不平等で不自由という事実がある。

笹沼（1994）37）によると、人間は事実においては不

平等で、支配服従関係にあり、自律的たりえない「未

成年状態」にあるからこそ人権を宣言＝擬制せざる

をえなかった。つまり、現実が不平等で不自由の社

会だからこそ、法によって自由と平等を実現しよう

としたのである。自由と平等は民主主義社会の根幹

を成すものであり、人権はその実現のために生まれ

たといえる。この実現のためには理性に基づく「訴

え」の意義を一人ひとりが理解し、実行していくこ

とが肝要だろう。そのためにも、子ども期から不当

な扱いへの抵抗を学び、身につける必要がある。個

人が自己決定できる共同体とは、すなわち共同体に

よる個の尊重の承認であり、共同体に所属する人々

の自由度を図る目安となる。人権保障の推進は、共

同体の自由と平等の推進を意味する。 
10 の姿には、道徳教育が求める共同体によって善

とされる態度を身につける要素は含まれているが、

人権教育の要である不当な扱いへの抵抗に関する記

述が見当たらない。保育における人権教育を進める

にあたって 10 の姿に自己決定及び抵抗に関する項

目を含めるのが妥当と考える。 

Ⅵ．まとめ 

本稿では、自己への尊敬の目標を指標として、10

の姿に焦点を当て保育における人権教育の課題を整

理した。 
その結果、まず 10 の姿には自己への尊敬の目標と

同様に生命維持や自信に該当する姿はみられたが、

自己決定や抵抗に該当する姿はみられなかった。自

信については一致点がみられたが、生命維持につい

ては、善悪の判断を共同体の慣習にそって行う道徳

的側面が強かった。さらには、自己決定による個の

尊重や不当な扱いへの抵抗による権利回復の視点が

弱いことが見出された。 
自己決定は、子どもが責任も引き受け多少の困難

があってもやり遂げようとする原動力であり、10 の

姿の「自立心」に自己決定に関する記述が必要と考

える。抵抗は、いやなことに「いや」と意思表示し、

子どもが自分を大切にする基盤であり、10の姿の「思

考力の芽生え」に抵抗に関する記述が必要と考える。 
次に、10 の姿に該当なしの項目である自己決定と

抵抗の人権教育における意義及び道徳と人権の違い

について考察した。自己決定は、子どもの自己決定

の尊重及び親その他の指導が交錯する場面で子ども

の自己決定が浮かび上がるといえる。また、抵抗は

子どもの発達に応じて、抵抗の意見表明を促すこと

が重要と考える。また、10 の姿に該当ありの項目に

みられた道徳的側面に着目し、人権と道徳の違いに

関して考察した。人権と道徳の違いは、人権が法制

度による強制によって初めて担保されるものであり、

道徳では代替することができないことがわかった。 
本稿では、自己決定や抵抗と５領域との関連を検

討し保育カリキュラムへの位置づけを詳細に検討す

ることができなかった。そのため、今後の課題とし

たい。 

注 

（1）この通知は、同和問題の解決、人権擁護施策推

進法（1996）の制定、「人権教育のための国連 10
年」をふまえた人権尊重の潮流を受けて、保育所

保育における人権教育の留意点を示したものであ

る。このように、幼稚園や保育所などでは、人権

教育の推進に努めている。 
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